
2なめがた　2016.11.1

　皆さんは、消防団やその活動をどれくらい知っていますか？
　近年では、全国で地震や風水害などの大規模災害が多発しており、消防団の必要性は年々高まっ
ています。その一方で、少子高齢化や地域の連帯意識の希薄化などによって、消防団員の確保に
大変苦慮しています。
　今回の特集では、「地域防災の要」として、必要不可欠な存在である消防団の実態に迫ります。

◆
消
防
団

　

消
防
団
は
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
を
中
心
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
消
防
機
関
で
す
。
消

防
組
織
法
に
基
づ
い
て
市
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

消
防
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

行
方
市
は
旧
町
単
位
の
支
団
制
に
よ
り
、
本

部
と
３
支
団
14
分
団
71
部
の
ほ
か
、
女
性
部
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
組
織
体
制
》

本
部　
４
人

麻
生
支
団

５
分
団

30
部
４
４
９
人

第
１
分
団

第
１
部
～
第
９
部

（
第
２
部
欠
）

第
２
分
団

第
１
部
～
第
６
部

第
３
分
団

第
１
部
～
第
７
部

（
第
６
部
欠
）

第
４
分
団

第
１
部
～
第
５
部

第
５
分
団

第
１
部
～
第
５
部

北
浦
支
団

４
分
団

13
部
３
５
０
人

第
１
分
団

第
１
部
～
第
４
部

第
２
分
団

第
１
部
～
第
３
部

第
３
分
団

第
１
部
～
第
３
部

第
４
分
団

第
１
部
～
第
３
部

玉
造
支
団

５
分
団

28
部
５
０
３
人

第
１
分
団

第
１
部
～
第
５
部

第
２
分
団

第
１
部
～
第
５
部

第
３
分
団

第
１
部
～
第
８
部

第
４
分
団

第
１
部
～
第
６
部

第
５
分
団

第
１
部
～
第
４
部

女
性
部　
８
人

《
ポ
ン
プ
》

普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

７
台

水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

６
台

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

58
台

◆
消
防
団
員

　

消
防
団
員
は
、
18
歳
以
上
の
健
康
な
男
女
で
、

行
方
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
つ
き
な
が

ら
、
災
害
時
の
消
火
活
動
や
救
助
・
救
出
活
動
、

平
常
時
の
訓
練
や
防
火
・
防
災
活
動
な
ど
を
行

い
、
地
域
に
密
着
し
て
、
住
民
の
安
全
と
安
心

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

身
分
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

行
方
市
の
条
例
定
数
は
１
４
５
０
人
、
実
員

数
は
１
３
１
４
人
（
う
ち
女
性
８
人
）
で
、
県

内
で
３
番
目
に
多
い
団
員
数
で
す
。
平
均
年
齢

は
35
・
11
歳
で
、
被
雇
用
者
（
会
社
員
な
ど
）

の
割
合
は
80
・
06
％
で
す
。

　

平
成
18
年
度
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
10
年
間

で
、
団
員
数
は
１
４
３
６
人
か
ら
１
２
２
人
減

少
し
、
平
均
年
齢
も
32
・
93
歳
か
ら
２
・
18
歳

上
昇
し
て
い
ま
す
。

《
職
業
構
成
別
団
員
数
》

国
家
公
務
員

２
人

地
方
公
務
員
（
都
道
府
県
職
員
）
14
人

地
方
公
務
員
（
市
町
村
職
員
）

66
人

特
殊
法
人
等
公
務
員
に
準
ず
る
職
員
12
人

農
協
職
員

12
人

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ

15
人

そ
の
他

１
１
９
３
人

《
就
業
形
態
別
団
員
数
》

被
雇
用
者
（
会
社
員
な
ど
）

１
０
５
２
人

自
営
業
者

26
人

家
族
従
業
者

２
１
９
人

　

　

※
数
字
は
い
ず
れ
も
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　
地
域
を
守
る

消
防
団

　
～
守
り
た
い
人
・
守
り
た
い
場
所
が
あ
る
か
ら
～

●
消
防
団
を
知
ろ
う
！
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平成 28 年度　行方市消防団第 11 回消防ポンプ操法競技大会結果
　９月 24 日（土）、行方市消防団第 11 回消防ポンプ操法競技大会が、
北浦第２グラウンドで開催されました。
　入賞チーム、個人賞を受賞した方は、次のとおりです。
◆自動車ポンプの部

優　 勝 根 古 屋 消 防 団 玉造支団第１分団第２部
準 優 勝 富 田 消 防 団 麻生支団第１分団第９部
第 ３ 位 山 田 消 防 団 北浦支団第１分団第１部
◆小型ポンプの部

優　 勝 西 谷 消 防 団 玉造支団第１分団第３部
準 優 勝 矢 幡 消 防 団 麻生支団第２分団第１部
第 ３ 位 小 貫 消 防 団 北浦支団第３分団第１部
◆個人賞（優秀選手）

自 動 車 ポ ン プ の 部 小 型 ポ ン プ の 部
指揮者
　小沼　秀秋

玉 造 ４ － ４
（ 中 山 ）

指揮者
　稲田　智充

北 浦 ３ － １
（ 小 貫 ）

１番員
　金塚　篤志

玉 造 １ － ２
（ 根 古 屋 ）

１番員
　柳瀬　　透

玉 造 １ － ３
（ 西 谷 ）

２番員
　関野　保宏

玉 造 １ － ２
（ 根 古 屋 ）

２番員
　仲居　　敦

北 浦 ３ － １
（ 小 貫 ）

３番員
　金塚　裕亮

玉 造 １ － ２
（ 根 古 屋 ）

３番員
　吉田　勝利

北 浦 ３ － １
（ 小 貫 ）

４番員
　杉山　昌史

麻 生 １ － ９
（ 富 田 ）

自動車ポンプの部優勝　根古屋消防団

小型ポンプの部優勝　西谷消防団

平成 28 年度　第 67 回茨城県消防ポンプ操法競技大会鹿行地区大会結果
10 月 16 日（日）、第 67 回茨城県消防ポンプ操法競技大会鹿行地区大会が、北浦第２グラウンドで開催されました。
市大会で優勝し、行方市代表として出場した根古屋消防団と西谷消防団は、共に敢闘賞を受賞しました。

◆
消
防
団
活
動

　

災
害
や
火
災
な
ど
の
有
事
の
出
動
の
ほ
か
、

各
種
行
事
へ
の
参
加
や
訓
練
・
点
検
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

訓
練
や
点
検
は
、
休
日
や
仕
事
が
終
わ
っ
た

後
な
ど
、
会
社
員
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

《
主
な
年
間
活
動
》

４
月
辞
令
交
付
式

５
月
新
入
団
員
基
礎
教
育

６
月
防
災
訓
練
・
消
防
団
夏
季
訓
練

・
機
庫
詰
所
点
検

９
月
行
方
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

10
月
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

鹿
行
地
区
大
会

11
月
秋
の
火
災
予
防
運
動

12
月
歳
末
特
別
警
戒
活
動

１
月
行
方
市
消
防
出
初
式

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練

３
月
春
の
火
災
予
防
運
動
広
報
活
動

毎
月
水
利
点
検
・
地
域
警
戒
活
動

随
時
地
域
防
災
訓
練

◆
消
防
団
へ
の
期
待

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
化
率
が
31
・

６
％
を
超
え
て
い
る
行
方
市
。
高
齢
者
が
増
え

る
に
つ
れ
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
活

動
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
の
点
検
や
予
防
・
啓
発
活
動
な
ど
の

消
防
団
活
動
は
、
団
員
間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ

て
お
り
、
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。

◆
現
状
と
課
題

　

地
域
で
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足

で
す
。
訓
練
内
容
や
平
常
時
の
拘
束
時
間
な
ど

が
団
員
や
家
族
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
若
い
団
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

現
在
は
少
子
化
に
よ
っ
て
小
学
校
も
統
合
さ
れ

て
お
り
、
将
来
的
に
は
団
員
が
急
速
に
減
少
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
被
雇
用
者
（
会
社
員
な
ど
）

団
員
の
増
加
で
す
。
か
つ
て
は
、
団
員
の
多
く

が
自
営
業
者
で
し
た
が
、
現
在
で
は
被
雇
用
者

が
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
被
雇
用
者
の
団
員

は
、
時
間
的
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
活
動
に
負

担
感
が
強
く
、
災
害
時
に
は
職
場
を
離
れ
ら
れ

な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
団
員

が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
と
団
員
確
保
に
つ

な
げ
る
た
め
、
地
方
公
務
員
や
公
立
学
校
教
職

員
の
入
団
促
進
と
消
防
団
活
動
へ
の
配
慮
を
求

め
る
ほ
か
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
安
心
で
安
全
な
行
方
市
を
子
ど
も
た
ち
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
、
い
つ
ま
で
も
団
員
た
ち

の
使
命
感
に
頼
り
続
け
る
の
で
は
な
く
、
一
人

一
人
が
自
分
事
と
し
て
行
動
に
移
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
あ
な
た
の
若
い
チ
カ
ラ
が
必
要
で
す
。

男
女
問
わ
ず
、
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
若
い
チ
カ
ラ
募
集
！


